
　本書は，鉄道愛好家でもある研究者がまとめた
交通論・交通経済学の入門書である。交通とは，
人や物の空間的な移動を言う。交通論の目標は，
効率性と公平性を基準として，よりよい交通社会
の実現を考えることであり，交通経済学は，ミク
ロ経済学（価格理論）の応用として位置付けられ
るものである。
　本書では，まず交通機関がどのように発展しど
のような特性を持つか，競争のあり方に着目して
分類した交通市場にはどのような特性があるか，
交通の需要分析に用いられる概念はどのようなも
のであるかについて説明している。次に，交通事
業に対する経済的規制と近年の規制緩和について，
事例を交えて説明している。さらに，価格理論を
用いた運賃の分析，運賃の設定方法，混雑料金と
ピークロードプライシング，都市・地域経済学の
視点を交えた交通投資に関する問題を説明してい
る。そして，都市・地域を取り巻く環境の変化に
より交通に求められるものも変化しており，公共
交通をいかに維持するかという交通政策の課題な
どが存在すると指摘している。 （古森）

　本書が刊行されたのは 1995 年。東海道新幹
線の開業から 30 年以上が経ち，その誕生の経緯
を語る人も少なくなっていた頃であり，この大事
業の理解に必要な記録を残しておきたいという著
者の思いから著されたものである。当時の生の記
録を引用紹介することで模索の経過を再現するよ
うにと心掛け，東海道新幹線をはじめとする鉄道
高速化の効果や今後の可能性，限界について論じ
ている。
　著者の角本氏は 1941 年に鉄道省に入り，そ
の後運輸省の官僚として東海道新幹線の輸送計画
に携わった人物。以後は運輸省都市交通課長，国
鉄新幹線総局営業部長，同監査委員などを歴任し
ている。また，運輸経済研究センター（現・運輸
総合研究所）理事長も務め，本誌『運輸と経済』
においても長年論稿を寄せていただく等，実学を
ベースにした交通研究，交通学に多大な足跡を残
された。研究業績については，杉山雅洋（2020）

『交通学の足跡—角本良平の交通探索の旅路を
辿る』にも詳しい。 （原）
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